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 流域治水のソフト対策として，危機管理型水位計・河川監視カメラが増設され，webサイトを通じた情

報の公開とともに，避難行動を強化させる取り組みがなされている．しかし，この取り組みは，情報の可

視化に効果を与えるものの，情報を読解する能力や基準がない限り，迅速な避難行動へ連動できない．本

研究では，阿武隈川の監視カメラの画像を対象に，河川水位状況の読解，基準を誘導できる情報加工を検

討している．検討から，監視カメラも活用して住民が円滑に避難行動できる情報加工が目的となる．現在，

平常時から越流まで誘導できる画像，越流時のみを誘導できる画像の分類が進んだ．引き続き，周辺の水

位計の情報を用いて，カメラ画像に避難判断水位等の目安情報を付随できる情報加工を進めている． 

 

     Key Words : River basin disaster resilience and sustainability by all, Evacuation system, Surveillance 

camera，Water level 

 

 

1.  はじめに 

 

 近年の人口現象や少子高齢化などの社会状況の変化と

気候変動による水災害の激甚化・頻発化対応するため，

「流域治水」への転換が進められている．流域治水は，

流域全体のあらゆる関係者(国・都道府県・市町村・企

業・住民等)が協同し，氾濫は起こりえるという前提で

ハード・ソフト対策を一層整備することで推進されてい

る．流域治水のソフト対策の一環として，危機管理型水

位計・河川監視カメラが増設され，webサイトを通じた

情報の公開とともに，避難行動を強化させる取り組みが

行われている．こうした防災情報は，近年のインターネ

ットやスマートフォンの普及， ICT(Information and 

Communication Technology)を活用したサービスの拡充に

ともない，情報を一般住民への公開がより一層進んだも

のである．これらの急速に公開されるようになった防災

情報を住民が読解し，避難行動までの結びつけが行えて

いるのかは不明瞭である．極端的な水位の変化や越水な

どの現象は把握できても，避難を判断するための緻密な

水位の変化を捉えることは困難と推測される．理由とし

ては，河川監視カメラ画像上から流体の現象捉える研究

がおこなわれているが，河川モニタリング動画を用いた

非接触型流量計測法の精度検証1)や画像解析法による中

小河川の流量の解析方法に関する検証2)の研究事例に示

される通り，画像上より流体の現象を捉えることには相

応の高度技術が必要とされることが挙げられる．また，

画像上から流体現象を求める相応の高度技術が構築され

ていても，避難行動を実行する住民へ機能する情報とし

て確立されていない．一方，住民の河川防災情報のニー

ズとしては，ハイドログラフやハイエトグラフなどの数

値情報よりも，視覚的に情報を入手できる河川監視カメ

ラの画像の方が，河川の状態を読み取りやすい研究結果

も得られている3)．そのため，河川監視カメラを住民視

点の情報に変換する加工技術が向上されれば，住民の避

難行動に，有益な結果を与える可能性を持つといえる．

以上の背景をふまえて，本研究では，阿武隈川を対象に

設定し，河川監視カメラから河川水位状況の読解，基準

を誘導できる情報加工を検討した．検討により，河川監

視カメラも活用して住民が円滑に避難行動できる情報に

加工することを目的とする． 

本論では，河川監視カメラの画像が示す情報を明らか

にし，周辺の水位計の情報を用いて，河川監視カメラの

情報に避難判断水位などの目安情報を付随できる情報加

工を検討する中間報告をまとめた． 
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2.  解析方法，および対象領域 

 

 研究対象領域は，流域治水により河川監視カメラの増

設が進められている阿武隈川流域の福島県領域(図-1 参

照)とする．河川監視カメラを活用した住民視点の情報

加工として，以下①から④の手順で，解析を進めた． 

①  福島県内阿武隈川流域の河川監視カメラ・水位計

の分布の把握． 

② 河川監視カメラの画像が示す情報の項目化及び判定． 

③ カメラと水位計が連動でき，水位状況の再現，水位

基準化を設定できる区間の抽出． 

④ カメラ画像上の水位の推計． 

解析①では，川の防災情報を基に福島県内阿武隈川流

域の管理機器の分布を把握し，本川を中心として解析を

進めた．解析②では，画像上から読み取れる情報と判定

に客観性を持たせるため，複数人で検証し，感覚共有の

もと判定した．解析③では，解析①～解析②の結果を基

に，区間分けを行った．解析④では解析③で抽出した区

間にあるカメラの画像上の水位の推計を行った． 

 

 

3.  解析結果 

 

(1)河川監視カメラ・水位計の分布の把握 

 阿武隈川流域福島県内に分布する河川監視カメラの総

数は226ヶ所であり，水位計の総数は237ヶ所である．た

だし，この結果は現行の整備数であり，河川監視カメラ

の設置全体計画のうちの，58.3％の進捗率である。今後，

更に増設されていくが，設置個所には本川に重点的に設

置されているのに対して，支川は疎らである．そのため，

今回は水位を再現しやすい本川を中心に解析を進めた．

なお，水位計については，流域全体に適当に散らばって

いる状態にある． 

 

(2)河川監視カメラの画像が示す情報の項目化及び判定 

例として，福島県福島市瀬上町月の輪大橋下流に設置さ

れている河川監視カメラの画像を図-2に示す．この画像

上から，読み取れる情報を表-1のように項目分けを行っ

た．表中の黄色で塗りつぶされている欄が図-2の判定結

果である。また位置は図-1に示す．この判定を本川上の

カメラで行い，河道判定の項目のみに限定した結果が図

-4である．本川上で全水位が確認できるカメラの総数は

69地点であった． 

 

 (3)カメラと水位計の連動が図れる区間の抽出 

図-4の結果から，カメラと水位計の位置関係から便宜

的に 28 の区間に分け，水位計とカメラの連動が図れる

可能性のある区間として図-5 に示す 11 の区間を抽出し

 
図-1 対象領域と管理機器分布および月の輪大橋下流の位置 
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図-5 区間分け 

 

図-2 月の輪大橋下流のカメラの画像 

表-1 項目分け及び判定 
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た.  

 

(4)水位状況の再現 

 各区間ごとにカメラと水位計が適度に混在しているた

め，カメラ周辺に設置されている水位計の水位情報から

河川監視カメラの画像上の水位の推計を行った．内容と

しては，基盤地図情報(数値標高モデル5ｍ×5ｍ)を用い

て，管理機器がある地点の河道の断面図を作成し，水位

計の数値情報を断面図に重ね，水位計が設置されている

地点の水位状況を再現し，カメラ設置地点の水位の推計

を行った．今回は区間13を事例として図-5に示す．Q1～

Q4の地点の断面図を作成した(図-6参照)．またQ1地点，

Q4地点は水位計となっていて，Q2地点，Q3地点は河川

監視カメラとなっている．図-6より，Q2地点Q3地点の

カメラの水位はそれぞれ，195.5m,195.0mと推計できた．

この区間は，河道の形状が複雑である事や，Q1地点か

らQ3地点にかけて川幅が急激に広がっているため，一

時的に水位が低下したことが考えられる．しかしながら，

水位の数値情報がないカメラの水位の推計が可能である

ことが把握された． 

 

 

4.  おわりに 

 

 河川監視カメラの画像が示す情報を明らかにし，周辺

の水位計の情報を用いて，監視カメラの情報に避難判断

水位などの目安情報を付随できる情報加工を検討する中

間報告をまとめた． 

 現段階の結果として得られた事を以下に整理する． 

① 阿武隈川流域福島県内には，河川監視カメラは237

ヶ所設置されており，今後も増設されていく事も

考えられるが，現段階では，設置位置には偏りが

見られ，阿武隈川本川付近に集中している． 

② 河川監視カメラの画像が示す情報の項目化及び判

定を行い．監視カメラの画像上から読み取れる項

目は11の項目に細分化された．また本川上で，河

川の全水位が確認できるカメラの総数は69地点で

あった． 

③ カメラと水位計の位置関係から区間分けを行い，

水位計とカメラの連動が図れる可能性のある11の

区間を抽出した． 

④ カメラが設置されている周辺の水位計の水位デー

タから，画像上に映し出されている水位の推計を

行い，水位の数値情報がないカメラの水位の補完

ができた． 

今後は，抽出した区間の調査及び検証を行い，カメラ

には映らない広域な情報の取得を図る予定である．その

後，得られた結果から避難判断基準の設定の検討を行う．

また，住民が円滑に避難行動できる情報に加工する検討

を行ったのち，流域全体で活用できる方法論を確立する

計画である． 
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図-5 区間13の周辺図                図-6 区間13の断面図と対応するカメラの画像 
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